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１．研究成果の概要 

 本研究の目的は道路を対象として、道路管理者および沿道の地方公共団体、あるいは NPO 等の団体が、当

該道路を中心とした地域の景観マネジメントを実施する際、効率的な支援を行うシステムを開発することを目

標としており、平成 18 年度においては、景観マネジメントの基盤となる景観情報の収集と評価手法の開発、

およびケーススタディ地域での実践的活動を含めて研究を実施した。本年度の成果は以下のように整理される。 
①国道１４０号秩父地域（関越自動車道花園 IC－雁坂峠間）の景観調査と分析 
 評価対象区間において山並みや自然景観資源へのビューポイント、景観資源の見え方に関する調査および分

析（可視不可視分析）を実施した。 
②道路景観資源の区間評価の方法論に関する研究 
 ここでは、様々な景観要素の評価情報を総合した上で、どのように景観整備の優先順位を決定するかが論じ

られている。 
③道路沿道の屋外広告物の視覚的インパクトに関する研究 
 評価対象区間における屋外広告物の視覚的インパクトを瞬間画像提示装置・ＡＶタキストスコープにより分

析した。 
④道路沿道の樹木の視覚的調整に関する研究 
 秩父地域を対象に、①の成果による道路周辺の景観資源の分布を考慮した上で、沿道樹木の剪定・間伐によ

る眺望のコントロールについて評価分析を行った。さらに地元のＮＰＯと協力し、ボランティアイベントにお

いて景観間伐を実施した。 
⑤対象区間の色彩分布に関する定量評価手法 
 評価対象区間の景観映像をもとに、色彩の変化を色譜として記号化する方法を開発し、同時に HSV システ

ムによる色彩の定量分析から、対象区間の色の変化と分布について検討した。 
 なお本報告においては、紙面の都合により上記のうち、①②③④について概要を記す。 
 

２．国道140号秩父地域の景観調査および区間評価手法に関する研究 

（１）景観基本情報の整備 
 景観調査および分析の対象区間は、国道140号（関越自動車道花園 IC－雁坂峠）間の約70ｋｍの区間である。

平成 17 年度において、対象区間の地形特性、沿道土地利用、ビューポイント、沿道建築物、景観阻害要因（電

線電柱、看板など）の問題出現パターンについては、分析結果を「景観現況マップ」としてとりまとめてある。

本年度はさらに道路から視認される可能性のある山岳名、観光施設、史跡等を加えたと同時に、埼玉県、秩父市、



西武バス等の各団体にアンケートを実施し、秩父地域の優れた眺望、場所の手がかりとなる地点、景観間伐候補

地点についての情報を入手している。 
（２）可視不可視分析の実施 
 道路を中心に沿道も含めた景観マネジメントを考える際、景観資源の見え方を可能な限り客観的に把握する必

要がある。沿道地域を含めた地域づくりを考える際、道路を中心とした帯状の空間をコリダーとして設定する。

この領域で景観マネジメントを考える場合、視対象－視点場、見る－見られるの関係性から、①沿道地域が中心

となる道路から視認されるか（可視領域）。②道路からどの程度の質の眺望が得られるか、を把握し、視覚的な観

点からコリダー内の重要な領域を把握することが大切である。 
 ここでは『数値地図50ｍ(標高)』の標高データを用いて、可視領域図を作成している。地図上の路線において

100ｍごとに861 の視点をとり(トンネル区間を除く)、1 視点ごとに視程等を考慮しつつ、半径20 ㎞の範囲を計

算した。こうして得られた可視領域図を重ね合せて、調査路線における景観的コリダー図を作成した(図１）。こ

れにより国道140号の景観的影響圏や、過去の調査で得られた景観資源が道路から可視であるかを概ね把握する

ことが可能となった。現在、全視点を統合した可視領域、個別地点での可視領域が有効であるが、今後、周辺領

域の景観的重要度を把握するため可視頻度図を作成する予定である。 
（３）景観評価指標の検討と区間評価の考え方 
 区間評価の基本的なスタンスは、良好な景観資源（ポジティブな要因）、景観阻害の問題の深刻さ（ネガティブ

な要因）とを組み合わせて考え、①景観的ポテンシャルが高く、景観問題の影響が大きい→景観改善対策の優先

順位が高い、②景観的ポテンシャルが高く、景観問題の影響が小さい→景観保全を中心に考える区間、等のよう

に大きく４タイプに仕分けて考えることができる。一方、対象路線を、景観特性や質に応じて保全・整備するこ

とを念頭に、全体的な区間評価のテーマとして、①シークエンス（景

観変化）の演出、②景観的ポテンシャルの活用、③自然景観の保全、

④景観整備の優先度、を考える。この４つの評価の観点からみて、各

区間がどのような現状にあるかは、より具体的な個別指標により把握

する。この評価テーマと個別指標の関係を図２のとおり整理した。 
 さらに平成 17 年度に作成した景観現況マップから、評価対象区間

を９ゾーンに分け、上述の個別指標の計測値を用いて区間評価を試み

ている。この結果を整理することで、各ゾーンの今後の景観管理の方

針を概略的にとりまとめた。次年度はこうした組み合わせ条件を考慮

した評価を地理情報システム上で行えるようにする予定である。 図１ 調査路線の可視領域

図２ 評価テーマと関連する評価指標 



３．道路沿道の樹木の視覚的調整に関する研究 

（１）景観間伐について 
 スギ・ヒノキ等人工樹林を健全に管理するために間伐は欠かせないが、評価路線、旧大滝村およびその周辺で

は道路の視距確保、路面凍結防止、沿道の景観改善のような多面的側面から景観間伐が実施されてきた。本報告

の対象路線では、関連行政と地元 NPO、埼玉大学当研究室が連携し秩父路魅力アッププロジェクトを進めてい

る。平成 18 年に国道 140 号が日本風景街道モデルルートとして選定されたことを機に、道路近傍の樹林の景観

改善のみならず景観資源の見え方や遠景眺望を取り込んだ景観間伐に拡張すべく、調査・検討およびボランティ

アによる間伐イベントが実施された。 
（２）間伐候補地の調査 
 候補地の調査については、NPO 森および当研究室により実施した。現地調査を踏まえ、景観面および交通安

全に関わる事項を含め、評価項目を表１のように整理した。ここでは樹木の間伐および枝打ちを想定し、間引か

れたことによって、眺望が改善し、景観資源が視認できるようになることや、道路空間の見通しや明るさが改善

されることが期待される。間伐や枝打ちについては、その地点の斜面勾配や樹木の状況、間伐の作業性や土地所

有者の意向、また道路に付随する人工構造物がかえって目立つ、間伐によってかえって外部の視点から道路が露

出してしまうなどの問題もあるが、改善効果および問題点を総合的にみて評価を行うことにした。評価項目を整

理した後、実際に候補となる 11 地点について現場確認を実施した。各評価項目について４段階評価を実施し、

土地所有者の理解の得られる３地点が最終的に選定された。なお事後には、可視不可視分析の結果を加えてより

広い眺望が期待できる地点であったかとの確認も実施している。 
（３）間伐イベントの実施とアンケート 表１ 景観間伐候補地を選ぶ際、考慮した要因 
 選定された地点の間伐は、秩父路魅力アッププロジェク

トのエコハイクイベントとともに、２地点は NPO 森、秩

父広域森林組合の協力のもとボランティアにより実施され

た（その他１地点は別途実施）。なお間伐の実施の事前事後

において、行政関係者およびバスドライバー、学生を対象

に景観間伐の評価項目の重要度および実施効果の程度につ

いてアンケートを実施した。評価項目は①交通安全、②走

行快適性、③眺望確保、④道路の明るさ、⑤緑陰、⑥樹形のよさ、⑦山肌の傷、⑧風景変化、⑨自然環境保全、

⑩人工構造物の印象、⑪遺跡の視認性、であり、３地点についてその効果の違い等を確認できた。 

視認できる景観資源 樹種・樹形

特定の景観構図 樹木群の透過性

遮蔽すべき人工構造物の存在 枝打ちの高さ

景観調整区間の長さ 斜面勾配

道路線形 道路近傍の人工構造物の存在

＜道路外部からの道路近傍の見えに影響する要因＞

道路近傍の人工構造物の見え方

＜道路内からの眺望に影響する要因＞

（４）間伐・枝打ちの視認性改善効果に関する要因分析 
 間伐・枝打ちを眺望確保の観点で評価する場合に、樹木のどのような形態要因が重要であるかを確認するため

に、３次元 CG を用いた心理評価実験を行った。CG では①道路線形、②実施区間長、③樹木密度、④枝打ち高

さ、⑤樹林の幅、をそれぞれ数段階変化させており、視点移動を５枚の映像により表現して連続的に１０秒間提

示し、１１名の被験者に、視認性と快適性の観点から評価してもらった。回答および分析は一対比較法・サース

トンモデルおよび林の数量化理論Ⅰ類を用いている。その結果、視認性に関しては、平面線形や樹木密度など考

慮して細かく場所を考える以上に、枝打ちの高さをどこまでとれるかなど、現場での樹形調整の実施形態の重要

性が確認された。 
（５）今後の課題 
 次年度も景観間伐は調査が継続されるが、アンケート調査により、景観資源や眺望点、間伐に対する要望が把

握されているので、より多くの関連情報を総合して適地選定を行うことが可能となっている。また樹木の間伐・

剪定について、眺望のみならず植栽の見せ方、沿道林床部を含めて視覚的ゆとりを考慮した実施法を提案したい。 



４．道路沿道の屋外広告物の視覚的インパクトに関する研究 

 景観阻害要因の評価は平成１７年度に景観現況マップとしてとりまとめられている。ここでは電線・電柱、看

板の景観的問題発生パターンの存在とその程度を３段階評価で行っている。しかしより客観的な把握のため、17
年度には街路におけるランドマーク性を有する建築物、電線・電柱を対象に構図内の数量評価のための評価指標

の開発を行った。１８年度においては、屋外広告物を対象に評価指標の検討を行っている。 
（１）屋外広告物の視覚的インパクト 
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 本研究では広告物の除却に拘泥することなく、その情

報発信の機能を考慮して、一定の情報量を保ちつつ、視

覚的インパクトを軽減できる条件を見出すことを目的と

する。ここでは瞬間画像提示装置・AV タキストスコー

プを用いた視覚実験を行うことで、広告物の視覚的認知

量の定量化を試みる。 
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（２）CGモデルを用いた視覚心理実験 
 評価路線の事前調査によって得られた広告物の平均的

な掲出傾向を基に、三次元ＣＧモデル空間を作成する。

評価モデルは、道路横断面構成、屋外広告物の配置条件（高さ、配置間隔、ランダムもしくは整列）を変化させ

た計３０パターンである。AV タキストスコープの提示時間は 50(msec)、100(msec)、200(msec)、500(msec)、
1000(msec)の５段階である。回答は、提示された画像の中に存在する屋外広告物に掲載されているアルファベッ

トの記憶について問う。回答されたアルファベットの中で正解した個数が認知量を表す指標となる。被験者は埼

玉大学の学生19名である。 

図３ 都市背景での広告物間隔と認知量の関係   

      *:有意差あり(α=5％) 無印は有意差なし 

（３）実験結果と考察 
 提示時間が増えても、平均認知量はある一定以上は増えない傾向が観察された。本研究の広告物の形態条件、

及び画像提示時間の範囲では、最大掲出量 9 個に対し、おおむね 4～5 個であった。掲出形態について透視面積

が関係していると考えられ、視点位置への距離が近い左側の屋外広告物が認知されやすいという傾向が得られた。

また、間隔を密にした方が、認知量は増加することが観察された。掲示高さについては、全5パターン間での有

意な差はないが、整列時では2.5(m)に整列された広告物に対する認知量が高いなど影響を示すケースもある。背

景要素については、認知量にはそれほど影響を及ぼさないことがわかった。とはいえ、個別の広告物についての

被験者の正答率と背景要素には、一部の条件では都市背景での正答率が低くなる傾向が観察された。 
（４）まとめと今後の課題 
 広告物の間隔は密の方が、認知量が高いので、分散させて設置せず、集中して掲出すると良い。高さに関して

は、ランダムと整列とで認知量にはさほど差がない。ただし、高さ2。5(m)で整列させている場合の認知量は、3。
5(m)や1。5(m)で整列させた場合に比べて多い。複数の広告物がそれぞれ目立ちやすさを競い合うように無秩序

な配置や遠くからでも見えるように高くして掲出することは、視覚的に雑然となるだけで情報取得の観点からも

無意味であることが確認された。今後は情報の内容や視点移動の効果に着目した研究を実施する予定である。 
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